
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学校だより青南  

令和 8 年 3 月 2 日 

港区立青南小学校 

校長 野口 直樹 

一年間ありがとうございました 

校長 野口 直樹 

三寒四温。暖かい日が増えてきています。春がだんだんと近づいています。少しずつ季節

が動いている様子が、本校の日本庭園やあおの森、校庭の木々からも感じられます。 

 学校は、様々なまとめの時期に入りました。学習だけではなく、学校生活についても振り

返り新年度に向かって準備を進めていきます。 

この３月に卒業を迎える６年生は、学校生活の総まとめの卒業式を迎える準備に入ってい

きます。そんな中、２月２６日に「ありがとう SEINAN」、２月２７日には、「ありがとう６年

生」が実施されました。前者は、６年生から教職員・地域・保護者の方々に向けて、感謝の

気持ちを伝える会です。後者は、在校生が青南のリーダーとして１年間取り組んできた６年

生に対して感謝の気持ちを伝える会です。 

 「ありがとう SEINAN」は、６年生保護者の皆さんが、運営を支えてくださっています。６

年生児童の指導は、６年生担任が担っています。私が担任だったころ、「謝恩会」と言われ、

ほとんどの学校で実施されていましたが、今ではやる学校自体も減ってきています。ですが、

自分たちがお世話になった人たちに感謝の気持ちを伝える貴重な物として、本校では、今で

も実施されています。当日は、６年生が自分たちで考えた出しもので、招待された皆さんを

楽しませていました。６年生の成長した姿をお見せすることができたと思います。 

 「ありがとう６年生」は、５年生が運営の主体者として取り組んでいます。これまで６年

生が担っていたことを引き継ぎます。「こんなことを６年生は何時もやっていたのか」という

ことに気付いているようでした。当日は、各学年がそれぞれ趣向を凝らし６年生に楽しんで

もらおうとしていました。各学年の出しものを時にしみじみと笑顔で見ている６年生の様子

が印象的でした。 

 ともあれ、今年度も、あと数週間で卒業、修了を迎えます。教職員の頑張りと保護者、地

域の皆様のご協力で、予定していた教育活動を滞りなく行うことができました。来年度は、

本校は１２０周年を迎えます。保護者の皆様はじめ地域の皆様にも様々ご協力いただくこと

があると思います。その際は、お力添えをよろしくお願いいたします。 

また、来年度本校では、水泳指導の外部委託も始まります。詳細につきましては、４月に

お知らせをします。 

 保護者・地域の皆様、１年間にわたり本校の教育活動を支えていただきまして誠にありが

とうございました。来年度も引き続き本校の教育活動に、ご理解・ご協力をいただきますよ

うお願い申し上げます。 

 



 

 

【栽培委員会】 

 栽培委員会では、校舎前の花壇で様々な植

物を育てています。土を耕し自分たちで選ん

だ種をまいたり苗を植えたりするところから

始め、暑い日や寒い日でも水やりや雑草抜き

など、日々一生懸命お世話をしています。   

始めは、野菜の葉がどれかわからないです

が、お世話をしていくうちに花や葉の形の発

見や喜びがあります。さらに収穫した野菜

は、学校の給食に出してもらいました。栽培

委員が心を込めて育てた野菜を、よく味わっ

て食べてください。 

 

 

 

【アートクラブ】 

もの作りが好きな子ども達が集まって活動

しています。やってみたい事をみんなで出し合

い、その年の活動内容を決定しています。今年

は、スライム作り、プラ板、石鹸作り、ミニチ

ュアハウス、食品サンプル作りを行いました。

食品サンプルでは樹脂粘土を初めて使い、パン

作りをしました。紙粘土では出せないリアル感

に驚き、学年の垣根を超えてお友達の作品に感

心しきりでした。普段の図工では扱わないよう

な材料も使い、クラブでしかできない体験を楽

しんでいます。 

 

【６年】 

卒業まで十数日となりました。６年生は、一日一日を大切に過ごしています。 

今年度の「ありがとう青南」では、小学校生活を振り返り、1〜６年生の思い出を劇

やダンスで表現しました。各学年のグループごとに、自分たちで決めたコンセプトを意

識して取り組みました。これまでお世話になった教職員や地域の方々へ様々な思いが伝

わったと思います。 

「ありがとう６年生」では、「彼こそが海賊」の合奏を行いました。今回のテーマは、

「響合」。一人一人違う音や役割、思いを響き合わせることを目指しました。 

仲間とともに歩む時間をかみしめながら、最後までこの学年らしい姿で卒業できるよ

う、支えていきます。 

 

【草田男展報告】 

「降る雪や 明治は遠く なりにけり」 

 これは、本校の玄関の句碑に刻まれている、卒業

生 中村草田男さんの有名な一句です。純真な小

学生の心を永久に失うまいとの願いが込められて

いるものだと、草田男さんご自身が語っておられま

す。 

 さて、そんな草田男さんに思いを馳せ、本校では

毎年２月に草田男展と称し、俳句を作って鑑賞し

ています。どの俳句にも、今の子どもたちだからこ

そ見えるもの、感じるものが詠まれており、その世

界に引き込まれます。純真な小学生の心が、きっと

そこに感じられるはずです。 

【身のまわりをきれいにしよう】 

生活指導部   

 今月の月目標は「身のまわりをきれいにし

よう」です。一年間の自分の成長を振り返る

とともに、教室や机など使ったものを整える

意識を高める３月にしたいものです。あわせ

て季節は春を迎え、三寒四温といわれるよう

に、日によって寒暖の差が激しい日が続くこ

ともあるので、子どもたちが着脱しやすい服

装で登校できるようにご配慮いただければ幸

いです（服装への記名もお願いします）。 

 子どもたちが健康で達成感をもって一年を

終えられるようよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 


